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て余は東山高地の住fJ測所建設に就ては深く責任を感じ、極度の資材挑底の折柄宵二b-手を君主して電

源用変E様、ケーフ'ル等の:蒐集に努力しfこ。幸に各方面から同情ある協力により短時日¥'CHHりな

りにも設備を整ヘー金原数段が始て~電測定を行ったのは昭和19年(1944)頃?あったと記憶する。

その後直に空襲が悲しくなり研究も中絶するの己むなきに至つfこが、終戦後関係当局から本研

究の電要性を認められ、豊川に研究所を設け東1[1と協力して着々進捗しつ Lあるととを聞き手伝邦

再建の途上年々尉風の被害に悩まされている折柄喜びに培えないの、Cある。

余は電気工学を専攻しているので研究室の座右銘として「捕首役電jなる語を偽げていた。

金!京教授が本研究室例設のl怨乞はれて之を拝者した。蓋し本研究には最も油切なる懐IrTと思ふ。

頗くは本研究の発展に(夫て笛は恐しいもの、εなく 、人類に尤も親まれるものとならんとと佐。

m児 辞

名古墨大学工学部長 一 雪

* 良15
総合大学としてまだ滋月の新しい名古屋大学に、昭和2tl年に室電研究所が附置される乙とにな

ったのは、現所長、工学部叡授金原淳氏の今次戦~，中~z:.於ける室電院係の卓抜なる研究成果と、

戟后に於てもとの方市Iの研究の重要性がj、きく取上げられて 、 特に <-l H Q 当局の1~ .ì'自に基くと と

るが組めて大きい結果の様¥'C聞いています。

即ち、金原所長は本学に就任以前、過般の大戦前から、気象台長む主出し7こ学術-I)Ji興会笛災委

員会の一員として、雷雲の発する空中電波の諾性質を攻究し、叉その電波の捕提にぷり不可腕謹

距離の福雲のイ子在地点の確定をも研究されました。戦争以来戦時研究委員として、特¥'C海軍技術

部と連絡して波洋航空機の航孫上C笛雲の位置測定刀法の研究に従ひ、甚だ千子殺な技術J-_11)成主立

を牧められましfニ。 修電気后偶々米国側でも同じ研究が行はれ実施されて居ナこととが中山、 UH(~

~寧司令官の指令により 、彼我の研究成結の蓮絡討議が行はれたととる 、 実行商では米国側が余

程進んで、居ナこが.それは我園C電波機器製作の抑劣にi左lる結果で、、研究!百で町は決して米園に劣与

す=、 5宇Eる我方の進歩して居る部商が少くとかナこととが明かとなったので、空軍当局が痛く感心し

米園側でも研究を継続するが、日本でも研究所を設立して研冗を強化する十去にと菰舞され、その

結果として、政府から金原敬授や主J:1J1とする星電研充所の設立が認可されることになっfニ次第の

魅であります。

金原所長が研究所発足以来、種々の困難の下に、その研究活動11);S}め搾身の努力を{lIiけて来ら

れたととに対し敬意を去するものでありますが、今回研究業績の-l'J"Eが所報としてfll行される迎
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びとなっナこことは向に使賀に堪・えないと とらであります。 と1.l乙衷心より眠窓を表し、併せて将

来のi，号館と発展を祈る次第でありますr

】脱 音字

名古屋大学王朝学部長 菅 班、 位

稲~やきのうは京けふは問

流れ)It，，'--花火と共 tL~電を1[0.)夜の景物として眺めるように慣れて来fニ一般の人kは良川の研

究所の受信撲の前に立たされる時五ク卜の感l1:打たれるに相違ない。かくいう私もその一人であっ

すニ。査Z交の刊な く Uq季を通じて近く或は速くの丞の果てにm~;室電が間断なしにそとの受信器il:

飛び込んで、来て記鋒されて行く。凍りつくような-)Jの寒い日i乙外交の襟を立てた私は精妙な室

電捕約のr.~機接泣の，:ít明を きいて 只管驚きの目を見張ったので2、る。

ととる、Cそうしすこ素人のおがその昼研の仕事l乞対して乙んな:fij毘.?:iヰき正すなど些か鳥前がま

しい試がするの Cあるが多くの学問の発主主が災害や柿苦を除いずこり 1隠滅したりしようという人類

の{íi望に出発しているように~電の研究もた歩所罰百災(1:対する対策を諾じたり航;2:や?丘波通信

l乞対する益百ょによる昨害を除こうという直接の円自'~ìj ， ら 出発しれに相違ない。併し乍ら疾病の治

療を恥仰のFI的にした医学がその疾病を未然に防 ぐ予防医学の段断を経てi住民地準への積b括的ts.

知識と手段を生l).出す!と至1)っすこよ う に;将来は宰電の研究も消極的な人生への思必l乙止 まらすす~f[ 1

の政訟的な思1Utを茄して呉れるようになるものよ信ヂる。 叉吾々はそういうー意団の下に研究が進

められることを望みずニいの'0'ある。

今ji;; ~tJ瓜やN・天の予報 11:止 まつfニ気象学 C も~[頃1;1:人工的なみM{-<.管理 l乞乗り 出 して飛行機か ら

ドライプイス.:a-t散さ散らして人工主，-の発生を試みれりしているときくが終来はとの録集管内の上

に室電研究が重~~な貢献をするのでないかとの苦F も 19ヵ、れるc メ宰';1:1:が大地へのZ言葉肥料の供給

に就て大きな{立を到jめている乙 とは rJî くから知れ℃いゐが宰~J京JJllO)研究とその精果のifi照によ

って乙のブ~' (3i1とも将来大きなJi献がなされゐととな期待εきる。

ととら 'lO~とう iミ-った研究を進める上に者が;2:電研究所が業務官臨にl'付属した機Jg ・eなしにλ学

i;け誼の研究所-eð、る C とは iílJ に泊三~t:fl際1'1'、eあると思うc というのはそういうE買い研究会進めて

行く いLは民主〈 関係〆Y刊とのm触によってその協力会求めるととカ司特に必~.cあり大学附置の研究

所だあれば古筏に各学部の持ハ必要な知品と技術とを1'1由に手IJJIlし得ゐの‘Cあるcこれは確かに
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他の研究所には輿えられない特潅で、ある。rm屈はとの特権が如何によく利用されるかに在ると思

フ。

不幸にして従来本邦に於てはか Lる協同的活動に対してむ修練に欠けるととるがあったようで

ある。吾々はとの際か Lる点に意を致して工学部と共に宰研の研究活動に必要な協力にカめ宰研

に見事な研究成果を挙げて頂きたいと思っている。

昼研研究報告第一号の発1'IJに際して些か微志を遮ぺて慶闘の言葉に代える次第である。

(1950. 7. 12) 

元妃 辞

名古屋大学医学部長 戸 メ日 近 太 良1.¥

わが室電研究所は"?{和二十四年発足以来主として答電観測法の研究並びに気象学泊.11侯及予報に

むける腹開研究に従事し相当の業績ぞ挙げたのであるが、本年度以降は更にその横橋を拡充して

大集中の敏電現象栓1'1~ う気象学的諸現象から発射される電波及び流星鮮の来襲磁気嵐等により発

生する電波の本質ぞ究明することによって水売業、農業、電気事業:梅陸の交通、就小航空寄与に

・ むける安全保護と放率に資し且つ無線遁fF?に対する室温妨筈除去法~究めんとする由である。

思うにとれ等の研究は四面擦に囲まれ大陸に近接して著しくその気象変化を受けるわが図に沿

いて通信、交遁並びに産業の発展に貢献する所多大なるべきは言~f突たない。所長金原淳氏は永

く.;m r言省並びに本学工学部にたい-C~電に関する研究に精進せられ、 その造ー詣誠に深く斯界のー

大権威である。今回研究報告告を創刊して業績を旗く 内外の学界に発表されるに至ったととは独

り学界のfこめのみならヂ将ねく朝野の期待に願うる所以であって、わが闘科学vthi興に寄興する

処多大で、あるととを確信し鹿嗣I'LJ甚えない次第である。 (昭和二十]1:"1三七月〉


